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1． はじめに 

現在の日本では，堤防によって国土，地域，都市が防御されている．しかし，洪水などの災害によって堤

防が決壊し，多大な被害が生じる．最近での被害では，2015 年 9 月関東・東北豪雨によって，国管理の 5

河川と都道府県管理の 80 河川で堤防の決壊，越水や漏水，溢水，堤防法面の欠損・崩落などが発生し，負

傷者が出た．この災害を踏まえ，施設能力を上回る洪水時の氾濫による被害リスク及び被害軽減を考慮する

ことが課題となっている． 

そこで本研究では，これらの課題の対策として，図-1 に示すテトラック

法尻ブロックを用いた洗掘抑制効果を検討する．テトラック法尻ブロック

とは，4 タイプの法尻ブロックとプレキャスト基礎により用地境界に対す

る断面に対応することができ，堤防裏法尻の補強に用いられる法尻ブロッ

クである．このブロック

により，越水した場合に

は深掘れの進行を遅ら

せ，決壊までの時間を少

しでも引き延ばす．本研

究では，テトラック法尻

ブロックの形状及び平場

部の有無による越流水に

対する洗掘抑制効果を確

認するため水理模型実験

を実施する． 

 

2． 実験方法 

本研究では，水路幅 0.4ｍ，高さ 0.4ｍ，長さ 10ｍ程度の水路に図-2 に示すアクリルで制作した堤体模型お

よびその前面に土砂として珪砂を用いる．実験条件は，縮尺 1/6，堤防模型の法面勾配 1：1.5 とし，越流水

深を原寸 10 cm，20cm，30cm の 3 段階に分け，各試験条件で法面を設置する．河床の三次元形状を再現で

きるレーザー変位計を用いて，堤体から越水させ珪砂の洗掘状態の比較試験を行う．また，高速度・高解像

度カメラによる流れの可視化実験を用いて，平面二次元流れ，河床変動状況を計測・撮影し，これらの計測

結果による河床変動減少を検証する． 

図-1 テトラック法尻ブロック及び設置位置 

図-2 アクリル堤体模型 図-3 実験水路 
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3． 解析概要・結果 

各試験条件で画像処理ソフト MATLAB を用いて，河床変動の解析を行う．ブロックの凹凸，平場の有無

や長さによる洗掘の変化について解析により検証する．越流水深 20cm の河床変動の解析結果を以下の図に

示す． 

 
 今回の解析結果から凹凸があることにより，最大洗掘深は小さくなり，また基礎工前面の洗掘深も小さく

なることから，表面凹凸の効果があることが確認できた．平場ありのほうが洗掘抑制効果は高く，越流水深

30cm の条件でも最大洗掘深は 24cm であった．平場ブロックは，越流水深 20cm 以上の条件で突起がある

ほうが最大洗掘深が小さくなることから，洗掘抑制効果は高いことが明らかになった． 
 

4． まとめ 

テトラック法尻ブロックと国総研菱形及び矩形を比較すると，最大洗掘度は同程度であり，基礎工前面の

洗掘深が小さくなることから，洗掘抑制効果は高いことが確認できた．法尻ブロックの表面凹凸により，洗

掘抑制効果は高くなる．連結凹部による洗掘抑制効果の差はなかった．また，平場有りの方が洗掘抑制効果

は高く，その効果は平場部に突起があり，平場が長いほど高くなる． 
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図-5 平板型（2000mm）＋基礎工（300mm） 図-4 対策なし芝 30mm（法面部人工芝 5mm） 

図-7 テトラック法尻ブロック（2000mm） 

凹部なし＋基礎工（300mm） 

図-6 テトラック法尻ブロック（2000mm） 

＋基礎工（300mm） 

図-9 テトラック法尻ブロック（2000mm） 

＋平場（1500mm）突起なし 

図-8 テトラック法尻ブロック（2000mm） 

＋平場（1500mm）突起あり 

図-10 テトラック法尻ブロック（2000mm） 

＋平場（800mm）突起なし 

図-11 ダイヤカット（2000mm） 

＋基礎工（300mm） 
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